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12．9％ 10.5% 9.1% 2.5％ 1.3％17．4% 17.4% 11.2% 5.9％10.2% 1.6%

成
川
の
Ⅱ
的
別
内
訳
を
兄
る

と
、
金
木
中
学
校
姓
投
川
地
峨

人
悦
二
臆
円
を
命
め
毅
行
慨
が

ト
ッ
プ
で
山
他
七
、
八
几
八
″

一
Ｆ
川
、
次
が
保
他
セ
ン
タ
ー

火
罪
場
趣
肢
悦
一
偲
餌
、
三
○

○
″
円
を
含
む
衛
生
慨
で
四
億

し
、
し
六
三
〃
九
千
円
と
、
そ

れ
ぞ
れ
全
体
の
一
七
・
川
％
ず

つ
を
占
め
て
い
ま
す
。

以
下
、
総
勝
岱
が
三
侭
几
、

二
七
八
、
九
八
五

公
俄
費

金
木
中
建
設
２
億
円

用
地
購
入
に

二
九
四
、
二
○
八

物
件
鷲

二
九
四
、
二
○
八

物
件
鷲

補
助
費
等
五
一
七
、
六
七
五

4．5％
普
通
建
設
事
業
費
七
五
一
、
三
○
四

商
虻
岱
凹
、
二
六
一
″
七
Ｆ
円
、

そ
の
他
災
樗
復
川
税
二
、
三
四
七
万
一

一
二
四
、
五
八
四

人
件
街 ●10.2%10．7%0．7％

三
○
川
″
二
ｒ
川
二
二
・
九

％
）
、
虻
唯
岱
三
他
八
一
九
″

川
二
一
・
二
％
）
、
艇
林
水

雌
業
伐
二
低
八
、
八
Ｌ
Ⅱ
〃
し

Ｆ
円
二
○
・
八
％
）
、
公
俄

岱
二
値
し
、
八
九
八
″
八
下
り

二
○
・
二
％
）
、
ｔ
水
出
二

俺
山
、
凡
二
六
″
二
千
円
（
九

．
－
％
）
、
澗
防
悦
一
他
大
身

一
九
三
″
Ⅲ
千
円
（
八
・
九
％
）

と
続
き
、
そ
の
他
と
し
て
は

雛
会
蛮
人
、
し
れ
○
万
二
千
円
、

七
七
六
、
四
五
一

性質別内訳

町
民
一
人
当
た
り
に

使
う
お
金

Ｆ
円
、
労
仙
税
一
、
○
二
○
万

八
千
円
、
予
備
役
三
○
○
万
円
、

渦
支
出
金
一
万
八
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
″
、
こ
れ
ら
を
惟
髄
別
に

兄
る
源
一
、
磯
貝
報
酬
、
特
別
轍

及
び
職
ｕ
給
料
な
ど
の
人
件
曲

が
上
偲
七
、
六
Ｗ
伽
万
一
千
円

〈
全
体
の
二
八
・
三
％
）
、
通

路
工
樅
岱
や
火
葬
場
建
股
慨
な

ど
の
將
迎
雌
股
邪
業
伐
が
七
臆

几
、
一
三
○
万
四
千
円
（
二
七

・
四
％
）
、
水
道
塩
業
会
汁
繰

出
金
、
金
木
病
院
負
扣
金
．
一

薙
撒
倉
豊
な
ど
鳥

助
琵
等
が
血
億
一
、
七
六
七
刀

施
韮
円
二
八
・
九
％
）
な
ど

と
な
《
て
い
ま
す
。

18．9％

27.4％

190,461円28.3％



金木だよ り （4) 

商 工 費 

「消 防 費 

津軽北部消防事務組合負担金 

141,252 

防火水槽設置工事費等 4,200 

ポンプ自動車購入費 	’5,800 

I  民 生 費 

街灯新設修理及び電気料 7,300 

町社会福祉協議会補助金 1 .000 

あしの園助成金 	 1 .000 

重度心身障害者医療費， 10,376 

老人クラフ’補助金 	 2, 163 

津軽北部老人福祉事務組合負 iiI.金 

6,899 

1I,J薄施設 ,fl合負担金 	1,525 

児童手当 	 22,020 

国民年金納付糸「［織報償金 2,190 

教 育 費 

金小校舎前舗装工事費 
	

1,700 

金小校舎西側土留工事費 1,500 

川小校舎補修工事費 
	

1,226 

嘉小プールろ過装置取替工事費 

2,000 

嘉小校庭前境界柵工事費 1,000 

喜小ク‘ランド整備工」‘費 1 ,500 

金中校舎補修工事費 	2,300 

金中建設用地購入費 	200,000 

南中便所改修工事費 	40,000 

南中校内放送設備工事費 1 .200 

南中プール漏水防止工事費 1,569 

町体育振興費補助金 	1 .000 

嘉瀬スキー場整備工事 3,100 

（単位：千円） 

生 衛 	費 

子防接f'li費用 

結核検診委託料 

墓地造成工事費 

墓石工・ド費 

成人病検査委託料 

健康診査委託料 

3,434 

1,990 

6,150 

8,400 

6,780 

1,100 

老人保健特別会計繰出金 19 ,638 

保健センター建設費・ 86 ,146 

火葬場建設費 56 ,868 

塵芥卓購入費 7,500 

公立金木病院負担金 100 ,092 

水道事業特別会計繰出金 94 .702 

土 木 費 

町道舗装新設工・ド費 

藤枝 2 線外 45 ,000 

町道側溝整備事業費 

芦和線外 45 ,000 

大東ケ丘線改修工事費 28 ,036 

町営住宅建設事業費 58 ,868 

除雪ダンフ’購入費 7.000 

水道事業会計 
収益的収入 191,633 

収益的支出 191.633 

資本的収入 2,000 

資本的支出 30, 914I 

老人保健特別会計 
歳入合計 
	

393,589 

支払基金交付金 
	

275,757 

国庫支出金 
	

78,552 

県負担金 
	

19,638 

繰入金 
	

19,638 

その他 
	

4 

歳出合計 
	

393,589 

医療諸費 
	

393,585 

諸支出金 
	

4  

金木町商工会助成金 	2,500 

県信用保証協会出資金 19,000 

桜まつり照明灯設置委託料 6,000 

桜まつり助成金 	 2,900 

夏まつり助成金 	 1 ,700 

I 	農林水産業費 

県営かんがい排水事業補助金3,076 

水稲ビニールハウス設置費補助金 

4,300 

天災資金等利子補給金 21,652 

転作中核集団育成対策費補助金 

4,300 

転作特定作物振興対策費補助金 

7,800 

転作実践集団育成事業補助金2,000 

集団営農用機械施設整備事業 

補助金 5,530 

農用地流動化奨励補助金 2,000 

農免農道整備促進費 
	

9,440 

広域農道整備促進費 
	

61,251 

嘉瀬線林道開設費 
	

15,420 

間伐作業員賃金 
	

1 ,725 

公有林造林作業員賃金 3,000 

国民健康保険 
特別会計 

歳入合計 
	

8)6,842 

国庫支出金 
	

521,565 

国民健康保険税 
	

255,967 

繰入金 
	

20,000 

繰越金 
	

15,000 

その他 
	

4,310 

歳出合計 
	

816,842 

へ保険給付費 
	

520,546 

‘老人保健拠出金 
	

257,884 

総務費 
	

36,240 

子備費 
	

1 .062 

公債費 
	

500 

その他 
	

610 

I  総 務 費 

弓~ 	金木だよリ編集費 
	

3,400 

~ 納税貯蓄組合報償金 11,292 

県議会議貝一般選挙費 
	

1,711 

参議院議貝通常選挙費 2,386 

町議会議貝選挙費 
	

4,848 

行政‘I‘務電算委託料 
	

6,276 

ト’特別一会ー挿喚醐 

1

金 木だより（4）

目 的別歳 出の内訳
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

５
０
０
９
７

２
９
６
２
１

１

１準託

金
委

金
資
置

成
出
設

助
会
灯
金
金

会
協
明
成
成

工
証
照
助
助

商
保
り
り
り

町
用
つ
つ
つ

木
信
ま
ま
ま

金
県
桜
桜
夏

(単位:千円）

消 衛生費
旧■
洲t慨北部ilIj防,l#傍細合負ｲ1liir

1．11，252

防火水椚股ir,ll:･MWF4,200

ポンプI'ijilJ'1I:眺人'(¥・5．80(）

予防接繩岱用

結核検，診-委純料

飛地辿成工@MY

蛎イi工'lf,(Y

成人病検介委誕料

仙脹診任委‘弛料

と人保雌特別会‘汁繰出金

保鯉センター姓,没'(Y･

火罪場建‘没.(Y

眼芥!'〔購入'(？

公立余水瓶院負ｲ1lf

水辿'if業特別会,il･繰l1}fr

3．434

1，990

6,150

8，400

6．780

1，100

19，638

86,146

56，868

7．500

1()()．092

94，702

農林水産業費

県営かんがい排水事業補助金3,076

水稲ビニールハウス設置費補助金

4．300

天災資金等利子補給金21．652

転作中核集団育成対策費補助金

4．300

転作特定作物振興対策智補助金

7，800

転作実践集団育成事業補助金2,000

集団営農用機械施設整備事業

補助金5，530

農用地流動化奨励補助金2,000

農免農道整備促進費9,440

広域農道整備促進費61，251

嘉瀬線林道開設費15，420

間伐作業員賃金1,725

公有林造林作業員賃金3,000

務費司E鐙 ｜

金木だより細雌'(Y

納税l!'j:緋糸Ⅱ介報価余

l,IIl,蝋会,ifil一般選挙@IY

参‘燕院!Wijm･紺避挙‘(？

町‘我会縦li遊碓f¥

付政｡IMM'IILW:"!死料

3．4()0

11,292

1．711

2．386

4．848

6．276

●

土木費
費

I

民 生
町道31i装新,没工,MY

藤枝2線外

町道側瀧幣術'jf%YY

j..ff1l線外

大束ヶlf線改修工,I#'"

町棋･雌宅越‘没，if業甜

除.!i.ダンプ°購入fW

i雌I新‘没修理及び‘地裁料7．3()0

町社会陥祉協縦会ﾙj助命1．0()(）

あしの1$(1助成金1,()()0

(n度心身障','it"･l臆療'".l(),376

必人クラブドIIj助命2,163

iド梶北部と人附祉|II傍組合負ｲ11ir

6．899

*IIj薄地'没組合f1111f1.525

児I↑t了､I1 2 2 , ( ) 2 0

111｣&年金納1､1･fll織鍬樅企2,190

45，000

45，000

28，036

58，868

7，0()0

i－l

● 国民健康保険
特別会計

水道事業会計

育 費[二教
収益的収入

収益 的 支 出

査本 的 収入

溢本的支出

191,633

191,633

2，000

309141

歳入合計

IEII'li文出金

国民雌康保険税

繰入金

繰越金

その他

816,842

521,565

255，967

20，000

15,000

4．310

術'1,校含ijij棚装l:,IIW1,7()()

企小校介1IIjl11リヒ{WI葛，If‘(Y1,5()0

川'1,校衿袖修__[.lffYl,226

雛'j,プールろ過装磁取勝_~[!!#fY

2．0()0

溌'｣､校座liij境界柵_I:､If'"1,()00

喜'1,ク．ランド轆術I:.lf'IYl,500

余1'1校衿fili修IL'lff?2,3()0

分！|'雌設川地'1肚入'〃20(),()()(）

ifj!l1仙Iﾘ『改修工'i;'"4(),()00

lfj'|'校内放送‘没術_1:'IW¥l､2()(）

I+:j!|'ブール榊水防ll:['IIW1,569

町体育振興《Y袖助金1.0()0

"*iスキー場幣伽~_['113,100

老人保健特別会計
歳入合計

支払堆金交付金

岡ルド支出金

ｿ,↓負f1l.金

繰入金

その他

歳出合計

医療!;WW

‘;箭支出金

９
７
８
５
５
７
。
？

３
５
９
７

３
２

歳出合計 816,842

．I保険給付費
吃人保健拠出金

総務YW

予備Y？

公債蘭

その他

520．546

257，884

36，240

1，062

500

610

78．552

19,638

19，638

4

93，589

93，585

4

３
３
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特 別 ‘ 会 計 予 算



第103回町議会定例会 

全議案が満場 決 一
 

第
百
三
回
町
議
会
定
例
会
が
 

三
月
十

一
日
に
開
会
、
会
期
を

十
七
日
ま
で
の
七
日
間
と
決
め

た
後
、
全
議
案
を

一
括
上
程
。
 

占
川
町
長
が
提
案
理
由
を
説
明

し
ま
し
た
。
 

十
二
日
，
十
三
日
の
休
会
の

後
、
十
四
日
に
は
ニ
名
の
議
員

が

一
般
質
間
、
十
五
日
に
は
子

算
持
別
委
員
会
が
開
か
れ
、
十

六
日
に
再
び
休
会
の
後
、
十
七

日
に
は
、
単
行
案
を
審
議
の
結

果
、
全
議
案
が
原
案
通
り
満
場

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

可
決
さ
れ
た
議
案
の
お
も
な

内
容
は
次
の
通
り
で
す
。
 
（
一

般
会
計
子
算
は
ニ
頁
、
四
頁
参

照
）
 

財
政
説
明

古
 
の
公
表
時

期
は
、
毎
年
一
一

月

一
日
と
八
月

一
日
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
公

表
の
目
的
及
び

決
算
状
況
を
明
 

ら
か
に
す
る
た

め
に

‘
U、
会
計
 

年
度
に
よ
っ
て
公
表
す
る
こ
と

が
よ
り
適
切
と
の
こ
と
か
ら
金

木
町
「
財
政
説
明
書
」
の
作
成

及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
の

一

部
を
改
正
し
、
公
表
の
時
期
を

前
期
は
六
月
一
日
、
後
期
は
ト

二
月
一
日
と
し
た
も
の
で
す
。
 

さ
る
三
月
、
 

新
築
中
の
町
営

住
宅
十
戸
が
完

成
し
た
こ
と
な

ど
に
伴
い
、
町

営
住
宅
使
用
料

及
び
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正

し
、
新
し

い
住

宅
の
家
賃
が
非

木
造
二
万
五
千
 

円
と
定
め
ら
れ
た
ほ
か
、
住
宅

料
滞
納
督
促
手
数
料
を
現
在
の

郵
便
料
金
に
合
わ
せ
、
日
歩
を

年
利
に
改
め
「
年
十
四
・
六
％
」
 

と
し
た
も
の
で
す
。
 

ま
た
、
四
月
か
ら
町
営
住
宅

使
用
料
が

ロ
座
振
替
に
よ
リ
納

付
で
き
る
よ
う
に
な
リ
ま
し
た

の
で
、
希
望
者
は
役
場
民
生
課

ま
た
は
各
金
融
機
関
で
手
統
き

し
て
く
だ
さ
い
。
 

認
 
町
年

1
二
月
 

」
，
 
》K
 
か
ら
エ
事
か
進

一
」
 
・
《・
 
め
ら

れ
て
い
る
 

‘
、
 

【l
J
 
金
木
消
坊
署
兼
 

《
）
 
z
》
 
金
木
町
消
防
団

り
”
 
た
一」
 
庁
舎
新
築
（
本
 

し
・h

，」
 
体
）
工
事
で
 

一
 

z一一
 
杭
の
長
さ
が
十
 

4
 

八
””
か
ら
二
十

馴
引
 

」」
に
投
什
変
更

さ
れ
た
た
め
工
事
請
負
変
更
契

約
が
必
要
と
な
リ
、
臨
時
急
施

を
要
す
る
と
判
断
、
地
方
自
治

法
の
規
定
に
基
づ
き
二
月
五
日

付
で
専
決
処
分
し
た
も
の
を
議

会
に
報
告
し
承
認
さ
れ
た
も
の

で
す
。
 

大
火
災
な
ど

に
備
え
消
防
団

の
組
織
強
化
を

図
る
た
め
、
金

木
町
消
防
団
条

例
の

一
部
を
改

正
し
、
本
団
付

分
団
長
を
三
名

新
設
す
る
も
の

で
、
こ
れ
に
よ
 
 

リ
定
貝
が
三
名
増
員
さ
れ
二
四

三
名
と
な

り
ま
し
た
。
 

今
ま
で
の
町

営
牧
野
使
用
料

は
、
全
使
用
期

間
の
全
額
を
放

牧
前
に
納
入
す

る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
た
め
、
 

多
頭
飼
育
者
の

場
合
の
納
付
額

は
多
額
に
な
リ
 

滞
納
者
が
増
加
し
て
い
る
原
因

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

従
っ
て
、
町
営
牧
野
使
用
料

徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
し
、
 

ニ
カ
月
ご
と
に
納
入
で
き
る
よ

う
に
し

た
も
の
で
す
。
 

昨
年
十
二
月

に
、
芦
野
町
の

小
田
桐
一
門
さ

ん
と
嘉
瀬
中
小

栗
崎
の
伊
藤
貞

男
さ
ん
の
両
名

か
ら
願
出
の
あ

っ
た
，
金
木
小

学
校
通
り

に
接

続
し
て
い
る
公
 

衆
用
道
路
敷

（
延
長
一
〇
七
」「
 

幅
員
六
」
”
）
の
寄
付
を
採
納
す

る
こ
と
に
決
め
、
こ
の
道
路
を

町
道
と
し
て
認
定
し
、
路
線
名

を
小
学
校
二
線
と
定
め
ま
し
た
。
 

◇
 
昭
和
五
十

七
年
度
金
木

町

一
般
会
計

補
正
子
算

（
 

第
八
号
）
 

◇
 
昭
和
五
十

七
年
度
金
木

町
水
道
事
業

会
計
補
正
予

算
（
第
三
号
）
 

◇
 
昭
和
五
十

八
年
度
金
木

町

一
般
会
計
 

予
算
 

◇
 
昭
和
五
十
八
年
度
金
木

町

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
 

事
業
勘
定
）
予
算
 

◇
 
昭
和
五
十
八
年
度
金
木
町

老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

◇
 
昭
和
五
十
八
年
度
金
木
町

水
道
事
業
会
計
予
算
 

◇
 
金
木
町
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改

正
 

◇
 
金
木
町
一
般
職
の
職
員
の

特
殊
勤
務
手
当
支
給
条
例
の

一
部
改
正
 

◇
 
金
木
町
立
保
育
所
設
置
条

例
の

一
部
改
正
 

◇
 
金
木
町
立
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
等
に

関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

◇
 
金
木

町
土
地
利
用
計
画
 

(5） 金木だ よ‘J  

提案理由を説明する古川町長 

財政説明書の公表は 

6 月と12月に 

歪町営住宅使用料が 

吾 	口座振替で 

消防団員が 

243名に 

入
 

納
 

【
 
」
 

は
 U
 

料
ご

用
 
月

使
 
力

野
 

2
 

牧
 

道路敷の寄付を採納 

町道に認定 

そのほかに 

決まったこと 

Ｆ
１

（5）金木だより

全議案が満場一致で可決

第
百
三
回
町
鍍
会
定
例
会
が

三
月
ト
ー
日
に
附
会
、
会
期
を

ト
ヒ
Ⅱ
ま
で
の
し
日
川
と
決
め

た
後
、
全
般
案
を
一
捕
上
概
。

古
川
町
正
が
提
案
即
巾
を
脱
明

し
ま
し
た
。

ト
ー
日
、
卜
三
日
の
休
会
の

後
、
卜
川
日
に
は
二
名
の
鍍
蚊

が
一
般
衝
問
、
卜
血
Ｈ
に
は
予

算
特
別
委
災
会
が
開
か
れ
、
十

六
日
に
再
び
休
会
の
後
、
卜
七

日
に
は
、
単
行
案
を
稀
縦
の
結

果
、
全
議
案
が
原
案
通
り
満
場

一
致
で
可
決
き
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
鍍
案
の
お
も
な

内
容
は
次
の
通
り
で
す
。
二

般
会
汁
予
算
は
二
災
～
四
典
参

肥
豐

デ

一 一

＝

巳 ■Ｌ
Ｐ
■
、

■
四
一

~刃

D

､

●
提案理由を説明する古川町長

は
に
呵
政
脱
明

表
月
雌
岫
」
の
公
炎
時

公
皿
期
は
、
師
年
二

の
と
川
一
Ⅲ
と
八
川

辨
朋
祢
州
柊

政
ら
か
に
す
る
た

財
め
に
も
、
会
汁

年
陛
に
よ
っ
て
公
炎
す
る
こ
と

が
よ
り
適
切
と
の
こ
と
か
ら
金

木
町
「
財
政
脱
明
件
」
の
作
成

及
び
公
夫
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
止
し
、
公
表
の
時
期
を

前
期
は
人
川
一
Ｈ
、
後
期
は
ト

ー
川
一
Ｈ
と
し
た
も
の
で
す
。

さ
る
三
川
、

が
駅
崎
棚
§
州
鍵

料
振
成
し
た
こ
と
な

睡
縦
附
洲

営
四
・
一
測
継

１ｍ
山
毛
の
家
政
が
非

木
造
二
〃
円
、
木
造
二
万
八
ｒ

円
と
定
め
ら
れ
た
ほ
か
、
住
宅

科
滞
納
仔
促
手
数
料
を
現
住
の

郵
便
料
金
に
合
わ
せ
、
日
歩
を

年
利
に
改
め
「
年
十
四
・
六
％
」

と
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
川
川
か
ら
町
常
伽
宅

仙
川
料
が
Ⅱ
座
維
杵
に
よ
り
納

付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
希
釧
荷
は
役
場
趾
唯
裸

ま
た
は
各
金
融
機
関
で
乎
統
き

し
て
く
だ
さ
い
・

認
昨
年
卜
’
一
川

事
承
か
ら
工
蛎
が
進

工
を
め
ら
れ
て
い
る
、

罪
鋤
啼
恥
淋

庁
変
杭
の
ぼ
ざ
が
卜

防

八
肘
か
ら
二
卜

山
同昌

１
掴
に
織
汁
変
史

さ
れ
た
た
め
工
僻
伽
負
変
史
契

約
が
必
要
と
な
り
、
臨
時
急
施

を
饗
す
る
と
測
断
、
地
″
、
摘

法
の
規
定
に
雌
づ
き
二
川
几
日

付
で
呼
決
処
分
し
た
も
の
を
縦

会
に
鍬
併
し
礁
感
さ
れ
た
も
の

で
す
。

、
こ
大
火
災
な
ど

１名
に
備
え
消
防
川

へ
①
の
組
織
強
化
を

４
図
る
た
め
金

木
町
消
防
間
条

が
２

例
の
一
部
を
改

員

正
し
、
本
団
付

団

分
団
廷
を
三
名

防

斬
役
す
る
も
の

並
同母

１
で
、
こ
れ
に
よ

ロ

入
へ
，
ま
で
の
町

納
俄
掛
仙
川
料

こ
は
、
全
使
川
期

ｌ

は
と
川
の
全
赦
を
放

料
ご
牧
前
に
納
入
す

用
月
曜
雑
城

使
ヵ
多
娘
飼
育
荷
の

野
２
場
く
い
の
納
付
誠

牧

は
多
誠
に
な
り

滞
納
肴
か
埆
加
し
て
い
る
脱
囚

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

口従
っ
て
、
町
営
牧
野
使
用
料

徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、

ニ
ヵ
Ｈ
ご
と
に
納
入
で
き
る
よ

う
に
し
た
も
の
で
す
。

納
定
昨
年
十
’
一
Ｍ

採
認
に
、
》
卿
町
の

を
に
小
川
幽
門
さ

付
道
粋
雌
鯛
削

寄
町
男
さ
ん
の
向
名

の

か
ら
馴
出
の
あ

敷
っ
た
、
金
木
小

路

学
校
通
り
に
接

道
続
し
て
い
る
公

衆
用
道
路
散
《
延
長
一
○
七
脚

幅
員
六
脚
）
の
寄
付
を
採
納
す

る
こ
と
に
決
め
、
こ
の
道
路
を

町
道
と
し
て
認
定
し
、
路
線
名

を
小
学
校
二
線
と
定
め
ま
し
た
。

り
定
側
か
三
門
埆
肌
さ
れ
二
Ｗ

三
名
と
な
り
ま
し
た
。

予
算

◇
昭
和
血
十
八
年
度
金
木
町

川
雌
他
唯
保
険
特
別
会
汁
（

抵
業
勘
定
）
予
算

◇
昭
和
几
Ｉ
八
年
度
金
木
町

と
人
保
他
特
別
会
汁
予
算

◇
昭
祁
血
卜
八
年
度
金
木
町

水
道
蛎
業
会
緋
予
算

◇
金
木
町
報
酬
及
び
伐
用
弁

俄
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
◇
金
木
町
一
般
職
の
職
貝
の

特
殊
勤
務
手
当
支
給
条
例
の
一

一
部
改
正

◇
金
木
町
立
保
育
所
設
置
条

例
の
一
部
改
正

◇
金
木
町
立
老
人
福
祉
セ
ン
ー

タ
ー
の
股
撞
及
び
管
理
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◇
金
木
町
土
地
利
用
計
画

そのほかに

決まったこ と

◇◇ ◇

昭
扣
几
卜

し
年
庇
金
木

町
一
般
会
計

袖
正
子
郷
（

第
八
号
）

昭
和
皿
十

七
年
鹿
金
木

町
水
道
桝
雌

会
汁
補
正
予

算
（
第
三
号
）

昭
利
血
卜

八
年
度
金
木

町
一
般
会
計

I
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山
菜
採
り
の
遭
難
を
な
く
そ
う
 

長
い
問
、
雪
に
閉
ざ
さ
れ
て

い
た
山
々
も
、
雪
が
解
け
 
「ゼ

ン
マ
イ
」
「ワ
ラ
ビ
」
「タ
ケ
ノ
コ
」
 

な
ど

の
山
菜
採
り
の
シ
ー
ズ
ン

と
な
り
ま
し
た
。
 

近
年
は
、
山
菜
採
リ
を
楽
し

む
人
が
非
常
に
増
え
、
特
に
休

日
な
ど
の
山
々
は
、
大
変
な
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。
 

反
面
、
病
弱
・
高
齢
者
の
入

山
や
悪
天
候
中
の
入
山
に
よ
リ

道
に
迷
っ
て
遭
難
し
た
リ
、
け

が
を
す
る
人
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
 

県
内
で
は
昨
年
、
山
菜
採
リ

で
九
件
の
遭
難
事
故
が
発
生
し

十
人
が
遭
難
し
て
、
う
ち

一
人

が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
 

遭
難
事
故
が
発
生
し
ま
す
と

捜
索
の
た
め
、
大
勢
の
人
に
大

変
な
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な

る
ば
か
リ
で
な
く
、
多
額
の
捜

索
費
用
が
必
要
と
な
リ
、
そ
の

費
用
は
本
人
や
家
族
が
負
担
す

る
こ
と
に
な
リ
ま
す
。
 

遭
難
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
山
に
入
る
と
き
は
、
 

次
の
入
山
心
得
＋
章
を
守
る
よ
 
 

う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
 

U
入
山
心
得
十
章
】
 

天
気
子
報
を
よ
く
確
め
る
。
 

薄
着
を
せ
ず
、
簡
易
雨
衣

マ
ッ
チ
の
ほ
か
食
様
を
多
め

に
持
つ
。
 

家
族
な
ど
に
山
の
コ
ー
ス

帰
宅
時
間
、
同
行
者
な
ど
を

知
ら
せ
て
お
く
。
 

地
理
の
分
か
ら
な
い
山
に

は
入
ら
な
い
。
 

自
分
の
体
力
に
合
っ
た
行

動
を
す
る
。
 

団
体
の
と
き
は
集
合
時
間

場
所
、

コ
ー
ス
等
を
よ
く
打

ち
合
わ
せ
し
て
必
ず
守
る
よ

う
に
す
る
。
 

山
に
入
っ
た
ら
お
互
い
に

呼
び
合
っ
て
位
置
を
連
絡
し

合
う
。
 

天
候
が
悪
く
な
リ
そ
う
な

と
き
は
早
く
き
リ
あ
げ
る
。
 

道
に
迷
っ
た
ら
無
理
を
せ

ず
に
小
枝
を
燃
や
す
な
ど
し

て
、
救
助
隊
に
知
ら
せ
る
方

法
を
と
る
。
 

帰
宅
子
定
時
刻
を
過
ぎ
て

も
帰
ら
な
い
と
き
は
、
早
め

に
警
察
に
届
け
る
。
 

本
格
的
な
春
の
農
作
業
シ
十

ズ

ン
に
入
リ
ま
し
た
。
近
年
、
 

高
性
能
農
業
機
械

の
普
及
に
よ

リ
農
作
業
の
省
力
化
に
著
る
し

い
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
 

反
面
、
農
業
機
械
に
よ
る
痛
ま

し

い
事
故
も
毎
年
多
発
し
て
い

ま
す
。
 

し
か
も
、
事
故
の
大
半
は
ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
や
日
頃
の

点
検
整
備
の
不
備
か
ら
起
き
て

お
リ
、
未
然
に
防
止
で
き
る
も

の
が
多
い
よ
う
で
す
。
 

四
月
二
十
日
か
ら
五
月
三
十

一
日
ま
で
は
「
春
季
農
作
業
安

全
運
動
」
。
次
の
こ
と
に
留
意
 
 

4
月
 

前
半
は
気
温
の
低

い
日
や
天

気
の
ぐ

づ
つ
く
時
期
が
あ
リ
ま

す
が
、
後
半
は
暖
か
な
晴
天
の

日
が
多
く
な
る
で

し
ょ
う
。
月

平
均
の
気
温
、

降
水
量
は
平
年

並
の
見
込
で
す
。
 

5
月
 

月
は
じ
め
は
肌
寒
い
日
も
あ

リ
ま
す
が
、

そ
の
後
は
月
半
ば

を
中
心

に
お
だ
や
か
な
晴
れ
の

日
が
多

い
で
し
ょ
う
。
上
旬
は

内
陸
部
で
晩
霜
に
注
意
が
必
要

で
す
。
月
平
均
の
気
温
は
平
年
 

青
森
地
方
気
象
台
 

並
、
降
水
量
は
や
や
少
な
い
見

込
で
す
。
 

6
月
 

梅
雨
入
リ
は
ほ
ぽ
平
年
並
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
梅
雨
前
線

の
活
動
が
弱
く
比
較
的
晴
問
が

多

い
で
し
ょ
う
。
下
旬
に
は
ォ

ホ
ー
ツ
ク
海
高
気
圧
が
現
れ
、
 

梅
雨
前
線
も
北
上
し
て
冷
涼

な

曇
り
や
雨
の
日
が
多
く
な
る
で

し
ょ
う
。
月
平
均
の
気
温
、

降

水
量
は
平
年
並
の
見
込
。
 

（
平
年
の
梅
雨
入
り
は
六
月
十

五
日
）
 

金木だよ り （6) 

し
て
農
業
機
械

に
よ
る
事
故
を
 

◇
 
作
業
環
境

に
十
分
注
意
し

防
止
し
ま
し
ょ
う
。
 

危
険
な
と
こ
ろ
で
は
無
理
な

◇
 
ト
ラ
ク
タ

ー
や
ス
ピ
ー
ド
 

作
業
を
行
わ
な
い
。
ま
た
環

ス
プ
レ
ヤ
ー
は
、
転
倒
転
落
 
境
を
改
善

す
る
。
 

事
故
が
多

い
の
で
十
分
注
意
 

◇
 
機
械
か
ら
離
れ
る
時
は
、
 

し
、
ト
ラ
ク
タ

ー
に
は
で
き
 
必

ず

エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る
。
 

る
だ
け
安
全

フ
レ
ー
ム
を
取
 
◇
 
酒
酔

い
、
病
気
な
ど

の
と

付
け
る
。
 

き
は
機
械
を
絶
対
運
転
し
な

◇
 
騒
音

や
振
動
の
大
き
い
機
 
い
。
 

械
で
作
業
を
行

う
と
き
は
必
 

◇
 
不
慮
の
事
故

に
備
え
て
災
 

ず
休
憩
を
と
る
。
 

害
補
償
制
度
に
加
入
す
る
。
 

田
植
え
前
後
の
天
候
予
想
 

一
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春季農作業安全運動 

 

4月20日～5月31日 

農業機械による 

事故を防止しましょう 
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4
月
1
日
5
3
0日
 

金木だより（6）

長
い
間
、
盃
に
閉
ざ
さ
れ
て

い
た
山
々
も
、
埒
が
解
け
「
ゼ

ン
マ
イ
」
「
ワ
ラ
ビ
」
「
タ
ケ
ノ
コ
」

な
ど
の
山
菜
探
り
の
シ
ー
ズ
ン

と
な
り
ま
し
た
。

近
年
は
、
山
菜
採
り
を
楽
し

む
人
が
非
常
に
噸
え
、
特
に
休

日
な
ど
の
山
々
は
、
大
変
な
に

ぎ
わ
い
を
兇
せ
て
い
ま
す
。

反
而
、
病
脳
・
商
齢
巷
の
入

山
や
悪
天
候
中
の
入
山
に
よ
り

道
に
迷
っ
て
避
難
し
た
り
、
け

が
を
す
る
人
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。篭

山
菜
採
り
の
遭
難
を
な
く
そ
う

二

、
夕
ｄ
『

■
二
Ｉ
Ｉ
‐
ｌ

』
口

戸

喋
内
で
は
昨
年
、
山
莱
採
り

で
九
件
の
避
難
蛎
故
が
発
生
し

十
人
が
避
難
し
て
、
う
ち
一
人

が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

遭
難
辨
故
が
発
生
し
ま
す
と

捜
索
の
た
め
、
大
勢
の
人
に
大

変
な
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な

る
ば
か
り
で
な
く
、
多
舗
の
捜

索
甜
用
が
必
要
と
な
り
、
そ
の

悦
用
は
本
人
や
家
族
が
負
拠
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

適
難
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
山
に
入
る
と
き
は
、

次
の
入
山
心
神
十
章
を
守
る
よ

、
Ｊ
１

『
《

Ｆ
ｒ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
戸
『

Ｉ

■P

F’ ■b，

蛤

ｰー●
昨年の遭難救助訓練

っ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

Ⅱ
入
山
心
得
十
章
Ⅱ

一
、
天
筑
予
報
を
よ
く
確
め
る
一

二
、
薄
箱
を
せ
ず
、
而
揚
胴
衣

マ
ッ
チ
の
ほ
か
食
轍
を
多
め

に
持
つ
。

三
、
家
族
な
ど
に
山
の
コ
ー
ス

帰
宅
時
間
、
回
行
荷
な
ど
を

知
ら
せ
て
お
く
。

Ⅷ
、
地
理
の
分
か
ら
な
い
山
に

は
入
ら
な
い
。

凡
、
ｎ
分
の
体
力
に
合
っ
た
行

動
を
す
る
。

１
１
１
吋
‐
叩
‐
Ⅱ
ｆ
ｆ
Ｔ
ヤ
マ
９
９
？
ｉ
ｏ
０
ｆ
勺
０
１
▼
↑
▼
？
？
↑
●
６
９
●
↓
９
↑
▽
９
７
９
０
■
●
■
０
．
ｆ
Ｔ
９
Ｔ
Ｔ
７
１
Ｔ
り
↑
●
↓
ｆ
令
令
ｆ
や
？
▼
凸
ｊ
ｆ
？
●
●
４
－
‐
や
中
心
１
？
』

4月20日～5月31日

農業機械による

事故を防止しましょう

六
、
団
体
の
と
き
は
集
合
時
間

場
所
、
コ
ー
ス
等
を
よ
く
打

ち
合
わ
せ
し
て
必
ず
守
る
よ

う
に
す
る
。

上
、
山
に
入
っ
た
ら
お
互
い
に

呼
び
合
っ
て
位
抵
を
連
絡
し

〈
噂
フ
◎

八
、
尺
候
が
悪
く
な
り
そ
う
な

と
き
は
早
く
き
り
あ
げ
る
。

九
、
道
に
迷
っ
た
ら
無
理
を
せ

ず
に
小
枝
を
燃
や
す
な
ど
し

て
、
救
助
隊
に
知
ら
せ
る
方

法
を
と
る
。

Ｉ
、
州
宅
予
定
時
刻
を
過
ぎ
て

も
州
ら
な
い
と
き
は
、
早
め

に
審
察
に
恥
け
る
。

本
格
的
な
存
の
農
作
紫
シ
ト

ズ
ン
に
入
り
ま
し
た
。
近
年
、

商
性
能
農
業
機
械
の
杵
及
に
よ

り
腱
作
業
の
打
力
化
に
符
る
し

い
劫
采
を
あ
げ
て
い
ま
す
が
、

Ｋ
伽
、
腱
業
機
械
に
よ
る
桶
ま

し
い
孵
紋
も
征
年
多
発
し
て
い

ま
す
。し

か
も
、
恥
放
の
人
半
は
ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
恵
や
Ⅱ
噸
の

点
検
嫉
術
の
不
術
か
ら
起
き
て

お
り
、
未
然
に
防
止
で
き
る
も

の
か
多
い
よ
う
で
す
。

一
冊
ま
で
は
「
が
季
農
作
業
安

全
通
勤
」
・
次
の
一
｝
と
に
制
愈

山
川
ニ
ト
Ｈ
か
ら
九
州
三
Ｉ①

し
て
農
業
機
械
に
よ
る
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

◇
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ス
ピ
ー
ド

ス
プ
レ
ヤ
ー
は
、
転
倒
転
藩

悌
故
が
多
い
の
で
十
分
注
意

し
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
は
で
き

る
だ
け
安
全
フ
レ
ー
ム
を
取

付
け
る
。

◇
騒
汗
や
振
動
の
大
き
い
機

械
で
作
業
を
行
う
と
き
は
必

ず
休
憩
を
と
る
。

４
月前

半
は
鉱
温
の
低
い
日
や
天

筑
の
ぐ
づ
つ
く
時
期
か
あ
り
ま

す
か
、
後
半
は
雌
か
な
岾
火
の

Ⅲ
が
多
く
な
る
で
し
ょ
う
。
川

平
均
の
拭
泓
、
降
水
城
は
平
年

荘
の
兄
込
で
す
。

５
月Ⅱ

は
じ
め
は
肌
寒
い
Ｈ
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
後
は
川
半
ば

を
中
心
に
お
だ
や
か
な
咄
れ
の

Ｈ
が
多
い
で
し
ょ
う
。
上
旬
は

内
陸
部
で
晩
称
に
注
迩
が
必
喫

で
す
。
Ⅱ
ｆ
均
の
筑
温
は
平
年

田
植
え
前
後
の
天
候
予
想

河

川

美
化
月
間

４
月
１
日
～
犯
日

青
森
地
方
気
象
台

◇
作
業
環
境
に
十
分
注
意
し

危
険
な
と
こ
ろ
で
は
無
理
な

作
業
を
行
わ
な
い
。
ま
た
環

境
を
改
善
す
る
。

◇
機
械
か
ら
離
れ
る
時
は
、

必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る
。

◇
酒
酔
い
、
病
気
な
ど
の
と

き
は
機
械
を
絶
対
運
転
し
な

い
。

◇
不
感
の
躯
故
に
備
え
て
災

害
補
傾
制
度
に
加
入
す
る
。

並
、
降
水
趾
は
や
や
少
な
い
兇

込
で
す
。

６
月梅

胴
入
り
は
ほ
ぼ
平
年
並
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
梅
胴
前
線

の
禍
動
が
弱
く
比
較
的
賭
間
が

多
い
で
し
ょ
う
。
下
旬
に
は
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
断
斌
圧
が
現
れ
、

梅
雨
舸
線
も
北
上
し
て
冷
旅
な

曇
り
や
剛
の
Ｈ
が
多
く
な
る
で

し
ょ
う
。
川
平
均
の
鉱
温
、
降

水
趾
は
平
年
並
の
兄
込
。

（
平
年
の
怖
附
入
り
は
六
川
卜

Ⅲ
Ⅱ
）

一一一･勺一一－－－一 －－一
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噸春季農作業安全運動



私
た
ち
は
、
日
常
生
活
の
中

で
、
い
ろ
い
ろ
な
文
書
を
作
成

し
た
リ
、
も
ら
っ
た
リ
し
ま
す

が
、
こ
の
な
か
に
は
印
紙
税
の

か
か
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

印
紙
税

の
か
か
る
文
書
に
は

領
収
書
や
借
用
証
書
、
手
形
、
 

商
品
券
、

地
代

・
家
1
1通
帳
、
 

委
任
状
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
種
類

が
あ
リ
ま
す
。
ま
た
、
印
紙
税
 

額
は
、
預
金
証
書

や
委
任
状
な

ど
の
よ
う
に

一
通
ま
た
は
一
冊

ご
と
に
定
額
の
も
の
と
、
領
収

書
や
不
動
産
売
買
契
約
書
な
ど

の
よ
う
に
そ
の
文
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
金
額
に
応
じ
て
税
額

が
異
な
る
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。
 

印
紙
税
は
、
文
書
を
作
成
し

た
人
が
定
め
ら
れ
た
額
の
収
入

印
紙
を
は
リ
、
消
印
し
て
納
め
 

ま
す
が
、
収
入
印
紙
を
は
る
必

要
が
あ
る
文
書

に
①
収
入
印
紙

を
は
ら
な
か
っ
た
と
き
ゃ
、
②

納
め
る
べ
き
印
紙
税
額
よ
リ
少

な
く
は
っ
た
と
き
は
、
不
足
し

て
い
る
印
紙
税
の
三
倍
に
相
当

す
る
額

（
最
低
額
千
円
）

の
過

怠
税
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
 

消
印
を
し
な
か
っ
た
と
き
も
印

紙
税
額
と
同
額
（
最
低
額
千
円
）
 

の
過
怠
税
が
か
か
り
ま
す
。
 

な
お
、
印
紙
税
が
か
か
る
文

書
か
ど
う
か
な
ど
、
お
分
か
リ

に
な
ら
な
い
点
は
五
所
川
原
税

務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

領
収
書
や
 

契
約
書
と
 

印
紙

税
 

国税だより 

折 

rり 

角 
IlI 

周 

⑧
④
 

扇松会の 3 人娘の手踊り 

見I)JJ があしの園慰間 

歌や踊りに大喜び 

巡
回
連
絡
に
ご
協
力
を
ノ

・
 

金
 
木
 
警
 察
 
署
 

マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
 

チ
ェ
リ
ー
コ
ー
ル
 

マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
 

プ
 
「金
木
チ
ェ
リ
ー
コ
ー
ル
ー
 

葛
西
倭
子
代
表
」
 
では
、
会
員

を
募
集
し

て
い
ま
す
。
 

健
康
と
美
容
の
た
め
、
 
一
緒

に
歌
っ
て
楽
し

い

一
時
を
あ
な

た
も
ど
う
ぞ
 

▽
練
習
日
 
毎
週
水

曜
日
 

午
前
十
時
ー
十

一
時
三
十
分

▽
場
 
所
 

み
ち
の
く
銀
行
金

木
支
店
二
階
会
議
室
 

▽
連
絡
先
 

云

②
 
2
0
1
2
 

さ
る
三
月
ニ
十
八
日
、
金
木

扇
松
会

（
白
川
章

一
会
長
）
と

花
扇
舞
踊
研
究
会

（
中
西
清
逸

会
長
）
が
、
川
倉
に
あ
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「あ
し
の
園
」
 

手
話
サ
ー
ク
ル
 

ポ
プ
ラ
の
会
 

手
話
サ
ー
ク
ル
 
「ポ
プ
ラ
の

会
」
は
、
手
話
の
講
習
会
と
耳

の
不
自
由
な
方
々
と
の
交
流
を

目
的
に
発
足
し
た
グ
ル
ー
プ
で

た
だ
い
ま
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
 

手
話
は
．
手
の
デ
リ
ケ
ー
ト

な
動
き
と
顔
の
表
情
に
よ
っ
て

意
志
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
 

耳
の
不
自
由
な
方
と
の
意
志
の

疎
通
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
 
 を

訪
れ
、
歌
や
踊
リ
を
披
露
。
 

民
謡
や
手
踊
リ
か
ら
、
新
舞

踊
、
歌
謡
曲
、
演
歌
と
“
プ
ロ
ー
 

顔
負
け
の
名
演
技
に
、
お
年
寄

リ
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。
 

な

い
も
の
で
す
。
 

▽
講
習
会
 
毎
週
火
曜
日

午
後
六
時
三
十
分
ー
八
時

▽
場
 
所
 
役
場
三
階
会
議
室

▽
連
絡
先
 
丑

③
 
2
0
1
1
 

新
富
町
 
栄
利
 
有
夏
 

ソ
フ
ト
ボー
ル
で
 

快
い
汗
を
1
1一
 

金
木
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

戊
利
全

一
会
長
）
で
は
、
今

自
も
ソ

フ
ト
ポ
ー
ル

・
リ
ー
グ

戦
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
リ
、
 

次
の
要
領
で
参
加
チ

ー
ム
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
 

町
内
や
職
場
ま
た
は
同
志
で

チ
ー
ム
を
つ
く
リ
、
ソ
フ
ト
ボ
 
 

ー
ル
に
快
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
 

・

つ
。
 

◇
参
加
資
格
 

金
木
町
民
ま
た
は
町
内
に
職
 

場
を
も
つ
人
で
あ
る
こ
と

（
中
 

高
生
を
含

む
）
 

◇
チ

ー
ム
編
成
 

男
五
人
、
女
四
人
の
混
合
チ
 

ー
ム
を
原
則
と
す
る
。
 

◇
参
加
料
 

五
千
円

（
生
徒
だ
け
の
チ
ー
 

ム
は
無
料
）
 

◇
申
込
み
先
 

喜
良
市
小
学
校
 
藤
元
由
光
 

廿
昼
②
2
3
0
9
喜
良
市
小
 

。
夜
②
2
4
8
3
 
自
宅
 

巡
回
連
絡
と
は
、
派
出
所
や

駐
在
所

に
勤
務
す
る
外
勤
警
察

官
が
受
持
区
内
の
各

戸
を
訪
間

し
て
、
防
犯
連
絡
や
犯
罪
の
子

防
、
事
故
防
止
な
ど
の
指
導
連

絡
を
行
う
と
と
も

に
住
民
の
要

望
や
意
見
、
困
リ
事
相
談
等
に

応
じ
る
た
め
の
警
察
活
動
を
い

い
ま
す
。
 

巡
回
連
絡
の
際
、
新
た
に
転

居
し
て
き
た
家
庭
に
、
 
「
通
知

書
」
 
と
い
って
家
族

の
名
前
な

ど
を
記
入
す
る
カ
ー
ド
を
お
届

け
し
て
書
い
て
も
ら
う
こ
と
に
 
 し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
み
な

さ
ん
の
親
せ
き
や
、
知
人

の
方

か
ら
家
を
聞
か
れ
た
リ
緊
急
に

連
絡
を
必
要
と
す
る
場
合
等
に

利
用
す
る
も
の
で
、
他
人
に
見

せ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
 

外
勤
警
察
官
は
、
み
な
さ
ん

の
日
常
生
活
の
安
全
と
平
穏
確

保
の
た
め
昼
夜
の
別
な
く
努
力

し
て
い
ま
す
。
 

巡
回
連
絡
に
つ
い
て
、
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お

願
い
し
ま
す
。
 

(7） 金木だよ‘) 

中西さんの名演技 

（7）金木だより

マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
「
金
木
チ
ェ
リ
ー
コ
ー
ル
１

脚
西
倭
子
代
表
」
で
は
ゞ
会
、

を
雛
柴
し
て
い
ま
す
。

健
康
と
美
容
の
た
め
、
一
緒

に
歌
っ
て
楽
し
い
一
時
を
あ
な

た
も
ど
う
ぞ
・
…
・
・
。

▽
練
習
日
毎
週
水
雌
日

午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

▽
場
所
み
ち
の
く
銀
行
金

木
支
店
二
階
会
議
室

▽
連
絡
先
念
②
２
０
１
２

マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

歌や踊りに大喜びチ
エ
リ
ー
コ
ー
ル

⑨
圃
圃
亀

鶏倉があしの園慰問

冨
由ポプ

ラ
の
会

さ
る
三
川
ニ
ト
八
日
、
金
木

●
岫
松
会
（
内
川
聡
一
会
蛙
）
と

花
・
岫
鮮
湖
研
究
会
（
中
西
滴
逸

会
圧
）
が
、
川
介
に
あ
る
特
別

錠
遡
と
人
ホ
ー
ム
「
あ
し
の
Ｍ
」

乎
拙
サ
ー
ク
ル
「
ポ
プ
ラ
の

会
」
は
、
手
綱
の
批
謝
会
と
耳

の
不
脚
由
な
〃
々
と
の
交
流
を

Ｈ
的
に
発
足
し
た
グ
ル
ー
プ
で

た
だ
い
ま
会
ｕ
を
蕊
蝶
し
て
い

ま
す
。手

話
は
、
手
の
デ
リ
ケ
ー
ト

な
動
き
と
敵
の
表
怖
に
よ
っ
て

通
と
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、

耳
の
不
向
由
な
方
と
の
通
と
の

疎
通
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き

斬
揃
町

角
ⅡI

●問
扇松会の3人娘の手踊り

を
脚
れ
、
歌
や
Ⅷ
り
を
披
撚
。

雌
縦
や
乎
釧
リ
か
ら
、
新
鮮

帥
、
歌
細
川
、
汕
歌
と
〃
プ
ロ
“

“
負
け
の
名
汕
技
に
、
お
年
寄

り
た
ち
は
大
叫
び
で
し
た
。

な
い
も
の
で
す
。

▽
牌
押
会
祁
週
火
咄
日

午
後
六
時
三
卜
分
～
八
時

▽
場
所
役
場
三
階
会
縦
宗

▽
巡
絲
先
孟
③
２
０
１
１

斬
揃
町
栄
利
打
塑

金
木
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

（
伐
利
全
一
会
蛙
）
で
は
、
今

年
も
ゾ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
リ
ー
ク

城
を
州
雌
す
る
こ
と
に
な
り
、

次
の
要
緬
で
参
加
チ
ー
ム
を
謀

集
し
て
い
ま
す
。

町
内
や
職
場
ま
た
は
同
心
で

チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
ソ
フ
ト
ボ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で

快
い
汗
を
Ⅱ 中 西 さ ん の 名 演 技

ｌ
ル
に
快
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ

勺
、
ノ
。

◇
参
加
安
格

金
木
町
雌
ま
た
は
町
内
に
轍

塒
を
も
つ
人
で
あ
る
一
一
と
（
中

断
唯
を
含
む
）

◇
チ
ー
ム
細
成

労
凡
人
、
女
四
人
の
拠
合
チ

ー
ム
を
原
則
と
す
る
。

◇
参
加
料

几
千
円
（
生
徒
だ
け
の
チ
ー

ム
は
無
料
）

◇
申
込
み
先

弊
良
市
小
学
校
藤
疋
由
光

孟
任
②
２
３
０
９
群
良
市
小

金
夜
②
２
４
８
３
ｎ
宅

国税だより錘
領
収
書
や

だ

契
約
害
と

悦国

印
紙
税

秘
た
ち
は
、
Ⅱ
術
雌
禍
の
中
袖
は
、
航
金
舩
井
や
委
任
状
な

で
、
い
ろ
い
ろ
な
文
井
を
作
成
ど
の
よ
う
に
一
池
ま
た
は
一
冊

し
た
り
、
も
ら
っ
た
り
し
ま
す
ご
と
に
定
紬
の
も
の
と
、
械
収

が
、
こ
の
な
か
に
は
印
紙
税
の
件
や
不
動
雌
允
貿
契
約
件
な
ど

か
か
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
の
よ
う
に
そ
の
文
件
に
記
慨
さ

印
紙
税
の
か
か
る
文
井
に
は
れ
て
い
る
金
械
に
応
じ
て
税
緬

伽
収
件
や
借
用
砿
件
、
手
形
、
が
異
な
る
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。

商
舳
券
、
地
代
・
家
側
通
帳
、
印
紙
税
は
、
文
坪
を
作
成
し

姿
脈
状
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
椰
餓
た
人
が
定
め
ら
れ
た
誠
の
収
入

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
印
紙
税
印
紙
を
は
り
、
州
印
し
て
納
め

●
●

巡
回
連
絡
に
ご
協
力
を
／
・

金
木
警
察
署

巡
川
迦
絡
と
は
、
派
出
所
や
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
み
な

駐
在
所
に
勤
務
す
る
外
勤
齊
察
さ
ん
の
親
せ
き
や
、
知
人
の
〃

官
が
受
持
区
内
の
各
戸
を
肋
間
か
ら
家
を
聞
か
れ
た
り
緊
急
に

し
て
、
防
犯
迎
絲
や
犯
罪
の
子
辿
絡
を
必
要
と
す
る
場
合
等
に

防
、
蛎
故
防
止
な
ど
の
振
導
池
利
剛
す
る
も
の
で
、
他
人
に
兇

絡
を
行
う
と
と
も
に
任
雌
の
要
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。

望
や
意
兄
、
閲
り
蛎
杣
淡
等
に
外
勤
警
察
官
は
、
み
な
き
ん

応
じ
る
た
め
の
瞥
察
活
動
を
い
の
日
常
生
活
の
安
全
と
平
穏
確

い
ま
す
。
保
の
た
め
昼
夜
の
別
な
く
努
力

巡
回
連
絡
の
際
、
新
た
に
転
し
て
い
ま
す
。

隅
し
て
き
た
家
庭
に
、
「
通
知
巡
回
連
絡
に
つ
い
て
、
み
な

件
」
と
い
っ
て
家
族
の
名
前
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

ど
を
記
入
す
る
カ
ー
ド
を
お
届
願
い
し
ま
す
。

け
し
て
件
い
て
も
ら
う
こ
と
に

ま
す
が
、
収
入
印
紙
を
は
る
必

喫
が
あ
る
文
辞
に
①
収
入
印
紙

を
は
ら
な
か
っ
た
と
き
や
、
②

納
め
る
べ
き
印
紙
税
純
よ
り
少

な
く
は
っ
た
と
き
は
、
不
足
し

て
い
る
印
紙
税
の
三
傭
に
枡
淵

す
る
畝
（
雌
低
械
千
円
）
の
過

怠
悦
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、

淌
印
を
し
な
か
っ
た
と
き
も
ゞ
１

紙
税
額
と
Ｍ
制
（
雌
低
細
下
川
）

の
過
怠
税
か
か
か
り
ま
す
。

な
お
、
印
紙
税
が
か
か
る
文

砕
か
ど
う
か
な
ど
、
お
分
か
り

に
な
ら
な
い
点
は
几
所
川
脱
税

務
署
に
お
葬
れ
く
だ
さ
い
。

｛ 』一 一一一一一。



飲
食
物
の
提
供
の
禁
止
 

す
べ
て
の
人

は
選
挙
運
動
に

関
し
て
、
ど
ん
な
名
目
で
あ
っ

て
も
飲
食
物

（
酒
や
料
理

・
菓

子
等
）
を

提
供
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

こ
の
場
合
、
投
票

を
依
頼
す
る
目

的
が
あ
る
か
ど

う
か
は
関
係
あ
リ

ま
せ
ん
。
 

例
え
ば

候
補
者
が
、
選
挙
運

動
員
や
労
務
者

を
慰
労
す
る
目

的
で
飲
食
物
を
提
供
し

た
り
、
 

選
挙
事
務
所
開
き
に
有
権
者
が

酒
や
ビ
ー
ル
等
を
提
供
す
る
こ

と
も
違
反
と
な
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
例
外
と
し
て
次
の

こ
と
は
許
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

1
、
湯
茶

・
菓
子
の
提
供
 

湯
茶
な
ど
に
通
常
用
い
ら

れ
る
程
度
の
菓
子
は
提
供
で

き
ま
す
。
例
え
ば
、
せ
ん
べ

い
、
ま
ん
じ
ゆ
う
、
み
か
ん

な
ど
、
お
茶
う
け
程
度
の
も

の
で
す
。
し
か
し
、
菓
子
で

あ
っ
て
も
高
価
な
洋
菓
子
の

類
や
ジ
ュ
ー
ス
、
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
等
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
お
茶
菓
子
で
あ
っ

て
も
あ
ま
リ
多
量
に
提
供
し

た
リ
、
 一
般
選
挙
人

に
無
制
 

限
に
提
供
す
る
と
買
収
と
見

ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
 

2
、
選
挙
事
務
所
に
お
け
る
弁

当
の
提
供
 

選
挙
運
動
員
や
う
ぐ

い
す

嬢
な
ど
に
選
挙
運
動
の
期
間

中
、
決
め
ら
れ
た
限
度

（
選

挙
事
務
所
が

ー
カ
所
の
場
合

一
食
五
百
円
、
 一
日
三
食
、
 

十
五
人
以
内
）
内
で
選
挙
事

務
所
に
お
い
て
弁
当
を
提
供

す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 

間
 
運
動
貝
が
飲
食
物
の
材
料

を
持
ち
込
ん
で
料
理
し
、
第

三
者
に
提
供
し
て
よ
い
か

7
'
 

答
 
還
反
で
あ
る
。
 

間
 
陣
中
見
舞
と
し
て
清
酒
等

を
候
補
者
に
贈
る
こ
と
は
違

反
と
な
る
か
7
 

答
 
遼
反
と
な
る
。
 

せ
ん
き
ょ

の
知
議
 
曾
 

行
事
日
程
表
 

2
9日
囲
網
 

v
さ
く
ら
ま
つ
り
開
会
式
 

▽
金
木
南
中
プ
ラ
ス
パ

ン
ド
町
 

内
行
進
 

▽
金
木
町
朝
野
球
協
会
オ
ー
ル
 

ス
タ
ー
戦
（
マ
ラ
ソ
ン
野
球
）
 

▼
北
地
区
春
季
中

学
校
バ
レ

ー
 

ボ
ー
ル
大
会
 

▼
第
十
回
秋
谷
杯
争
奪
兼

第
十
 

四
回
西
北
五
中
学
校
庭
球
大
 

会
 

▽
県
下
馬
力
大
会
 

▽
金
木
町
合
同
慰
霊
祭
前
夜
祭
 

▽
テ
ィ
ス
コ
休
操
競
演
 

3
0日
田
 

▼
第
十
二
回
西
北
五
中
学
校
ソ
 

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

▼
金
木
町
合
同
慰
霊
祭
 

▼
民
謡

・
奴
踊
リ
発
表
会
 

（
鎌
田
稲
一
一
行
一
 

▼
三
浦
み
の
る
民
拙
手
踊
リ
歌
 

謡
シ
ョ
ウ
 

1
口
］日
 

▼
第
ト
二
回
北
五
防
犯
少

年
野
 
 

球
大
会
 

▼
遠
州
流
野
点
 

▼
津
軽
民
謡
手
踊
リ
発
表
会
 

（
白
川
鉄
夫
一
行
）
 

v
滝
栄
会
芸
能
発
表
会
 

▽
酉
北
五
音
楽
振
興
会

コ
ン
サ
 

ー

・h
ー
 

▼
デ
ィ
ス
コ
体
操
競
演
 

2
日
周
 

▼
第
ト
四
回
西
北
五
中
学
校
選
 

抜
野
球
大
会
 

▼
さ
く
ら
ま
つ
リ
協
賛
カ
ラ
オ
 

ケ
大
会

（
第
一
回
）
 

3
日
因
鯛
 

▼
第
十
四
回
西
北
五
中
学
校
選
 

抜
野
球
大
会
（
準決
勝
・
決
勝
）
 

▼
第
十
回
北
五
中
学
校
卓
球
大
 

へ
A
 

▽
上
佐
犬
闘
技
大
会
 

▽
消
防
団
合
同
観
閲
式
 

▽
津
軽
民
謡
手
踊
リ
発
表
会
 

（
三
上
キ
ナ
ー
行
）
 

▼
木
造
民
謡
研
究
会
発
表

会
 

（
藤
本安
夫

一
行
一
 

▼
津
軽
民
謡
手
踊
リ
発
表
会
 

（五
所
川
原
民
謡
協
会
一
行
）
 
 

▼
デ
ィ
ス
コ
体
操
競
演
 

4
日
困
 

▼
第
十

一
回
月
星
杯
争
奪
野
球
 

大
会
 

▼
老
人
ク
ラ
ブ
対
抗
ゲ

ー
ト
ポ
 
 

ー
ル
大
会
 

▼
さ
く
ら
ま
つ
リ
協
賛

カ
ラ
オ
 

ケ
大
会

（
第
二
回
）
 

▼
花
火
大
会
 

5
日
困
鯛
 

▼
第
七
回
芦
野
陸
上
競
技
選
手
 

権
大
会
 

▼
斎
藤
又
四
郎
シ
ョ
ウ
 

▼
ォ
ン
・
ア
ン
ド

・
オ
フ
五
所
 

川
原
演
奏
会
 

▼
県
下
銃
剣
道
大
会
 

▼
山
中
順
市
シ
ョ
ウ

（
有
料
）
 

金木だよ‘) (8) 

芦
野

公
園
 

需
 

馨
さに
喝
ほ
漕
詳
 

ロ－

金木だより（8）

調
日
燭
網

▼
ざ
く
ら
ま
つ
り
開
会
式

▼
金
木
府
中
プ
ラ
ス
＄
ハ
ン
ド
町

内
行
進

▼
金
木
町
朝
野
球
協
会
オ
ー
ル

ス
タ
ー
職
（
マ
ラ
ソ
ン
野
球
）

▼
北
地
区
存
季
中
学
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

▼
第
十
Ｍ
祉
芥
杯
争
奪
帷
輔
卜

四
回
西
北
几
中
学
校
庭
球
大

△
エ

▼
鼎
下
賜
力
大
会

▼
金
木
町
合
川
慰
稚
祭
前
夜
祭

▼
デ
ィ
ス
コ
体
操
鮠
汕

犯
日
出

▼
第
ト
ー
凹
岡
北
丘
中
挙
校
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
入
会

▼
金
木
町
合
刷
慰
瀧
祭

▼
災
価
・
奴
別
り
発
炎
会

（
謙
川
稲
一
三
打
）

▼
三
浦
み
の
る
氏
拙
乎
釧
り
歌

魅
シ
ョ
ウ

ー
日
旧

▼
第
ト
ー
Ｍ
北
几
防
犯
少
年
野

能芦行
事
日
程
表

球
大
会

▼
遠
州
流
野
点

▼
祁
軽
雌
継
手
師
り
発
火
会

（
白
川
鋏
夫
一
行
）

▼
滝
栄
会
樂
能
発
火
会

▼
西
北
几
肝
来
振
興
会
コ
ン
サ

ー
ト

▼
デ
ィ
ス
コ
体
操
岐
概

２
日
月

▼
輔
卜
山
Ｍ
岡
北
血
中
学
校
選

抜
野
球
大
会

▼
さ
く
ら
ま
つ
り
協
出
カ
ラ
オ

ケ
大
会
（
輔
一
Ｍ
）

３
日
㈹
㈱

▼
第
卜
川
Ｍ
閥
北
凡
中
学
校
選

抜
野
球
入
会
（
雌
決
勝
・
決
勝
）

▼
第
卜
仙
北
几
中
準
校
嚥
球
人

へ
二

▼
ｋ
佐
人
闘
技
入
金

▼
消
防
川
合
Ｍ
観
閲
式

▼
稚
蠅
民
紙
子
帥
リ
発
火
全

（
三
ｋ
キ
ナ
一
行
）

▼
木
造
雌
砿
研
究
会
発
火
会

（
膝
本
安
犬
一
行
｝

▼
派
孵
災
拙
乎
湖
リ
発
火
全

（
五
所
川
陳
民
拙
協
会
一
行
）

●

▼
デ
ィ
ス
コ
体
操
錘
演

４
日
㈱

▼
第
十
一
回
Ｈ
鼎
杯
争
奪
野
球

大
会

▼
遇
人
ク
ラ
ブ
対
抗
ゲ
ー
ト
ボ

ｌ
ル
大
会

▼
ざ
く
ら
ま
つ
り
協
髄
カ
ラ
オ

ケ
大
会
〈
第
二
回
）

▼
花
火
大
会

５
日
㈱
鯛

▼
第
七
回
芦
野
陸
上
錘
技
選
手
一

樅
大
会

▼
斎
藤
又
四
郎
シ
ョ
ウ

▼
オ
ン
・
ア
ン
ド
・
オ
フ
Ⅱ
所

川
原
枕
奏
会

▼
喋
下
銃
剣
道
人
会

▼
山
中
順
市
シ
ョ
ウ
（
有
料
）
’

｡

飲
食
物
の
提
供
の
禁
止

す
べ
て
の
人
は
選
挙
運
動
に

関
し
て
、
ど
ん
な
名
目
で
あ
っ

て
も
飲
食
物
（
滴
や
料
理
・
菓

ｆ
等
）
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、
投
票

を
依
抓
す
る
側
的
か
あ
る
か
ど

う
か
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
候
湘
荷
が
、
選
挙
運

動
ｕ
や
労
務
苫
を
慰
労
す
る
Ⅱ
限
に
提
供
す
る
と
買
収
と
見

的
で
飲
食
物
を
提
供
し
た
り
、
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

選
挙
堺
携
所
州
き
に
有
椛
荷
が
２
、
選
挙
班
務
所
に
お
け
る
弁

酒
や
ビ
ー
ル
等
を
提
供
す
る
こ

と
も
迩
腫
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
例
外
と
し
て
次
の
嬢
な
ど
に
選
挙
連
動
の
期
間

こ
と
は
排
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
、
決
め
ら
れ
た
限
度
（
選

１
、
娚
茶
・
巣
ｒ
の
提
供
挙
蛎
務
所
が
一
カ
所
の
場
合

湯
茶
な
ど
に
迪
揃
川
い
ら
一
食
几
ｎ
円
、
一
日
三
食
、

れ
る
搾
度
の
菜
ｆ
は
提
供
で
卜
Ⅱ
人
以
内
）
内
で
選
挙
小

き
ま
す
。
例
え
ば
、
せ
ん
べ
傍
所
に
お
い
て
弁
喝
を
提
供

い
、
ま
ん
じ
ゅ
う
、
み
か
ん
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

函
垂
訴
齢
峠
抽
小
秘
峨
悔
越
問
を
挫
鋤
型
錘
識
轤
鋤
吻
輔
蝿
一

あ
っ
て
も
尚
価
な
洋
蛎
ｆ
の
三
荷
に
提
供
し
て
よ
い
か
？

敵
や
ジ
ュ
ー
ス
、
サ
ン
ド
イ
答
述
反
で
あ
る
。

ツ
チ
竿
は
角
ま
れ
ま
せ
ん
。
問
陣
中
兄
畔
と
し
て
滴
椚
等

ま
た
、
お
茶
栗
ｒ
で
あ
っ
を
候
袖
荷
に
州
る
こ
と
は
連
－

て
も
あ
ま
り
多
峨
に
提
供
し
反
と
な
る
か
？

た
り
、
一
般
避
挙
人
に
無
制
答
述
艇
と
な
る
。

せ
ん
き
よ
の
知
厳
⑫

ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
’

２
、
選
挙
班
務
所
に
お
け
る
弁

当
の
提
供

選
挙
連
動
ｕ
や
う
ぐ
い
す

~－



現
況
届
を
 

忘
れ
ず
に
 

現
在
、
国
民
年
金
か
ら
障
害

年
金
、
母
子
年
金
、
準
母
子
年

金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金
を

受
け
て
い
る
方
は
 
「国
民
年
金

受
給
権
者
現
況
届
」
を
五
月
末

日
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
届
は
、
引
き
続
い
て
年

金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
、
必
ず
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
大
切
な
届
で
す
。
 

こ
の
届
に
は
、
生
存
等
に
つ
 

い
て
市
町
村
長
の
証
明
を
受
け

る
ほ
か
．
年
金
の
種
類
に
よ
っ

て
、
診
断
書
な
ど
を
必
要
と
す

る
場
合
も
あ
リ
ま
す
の
で
、
窓

口
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

も
し
、
提
出
し
な
か
っ
た
リ
 

遅
れ
た
リ
し
ま
す
と
、
年
金
の

支
給
が
止
ま
っ
た
り
、
遅
れ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
リ
ま
す
か
ら

必
ず
期
日
ま
で
に
正
し
く
ご
記

入
の
上
、
市
町
村
役
場
の
国
民

年
金
係
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
 

繰
り
上
げ
請
求
は
 

よ
く
考
え
て
／
 

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
と
通

算
老
齢
年
金
は
、
六
十
五
歳
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
 

年
金
を
受
け
る
条
件
を
満
た
し

て
い
れ
ば
六
十
歳
か
ら
六
＋
四

歳
ま
で
の
間
な
ら
、

い
つ
で
も

希
望
す
る
と
き
に
繰
リ
上
げ

て

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
0
 

た
だ
し
、
年
金
額
は
六
十

一

歳
未
満
で
四
十
二
％
、
六
十
一
一

歳
米
満
で
三
十
五
％
、
六
十
三

歳
未
満
で
二
十
八
％
、
六
十
四

歳
未
満
で
二
十
％
、
六
十
五
歳

未
満
で
十

一
％
そ
れ
ぞ
れ
減
額

し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

い
っ
た
ん
繰
り
上
げ
支
給
を

受
け
ま
す
と
、
こ
の
減
額
は
一

生
涯
統
く
こ
と

に
な
リ
取
リ
消

し
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

繰
リ
上
げ

支
給
を
請
求
す
る

と
き
は
十
分

考
え
て
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。
 

詳
し
く
は
役
場
町
民
課
国
民

年
金
係
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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（9）金木だより

交通事故から守ってね？現
在
、
川
雌
年
金
か
ら
陣
祥

年
金
、
母
子
年
金
、
準
母
子
年

金
、
通
児
年
金
、
難
端
年
金
を

受
け
て
い
る
方
は
「
国
民
年
金

受
給
樅
者
現
況
届
」
を
ｎ
月
末

日
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、
引
き
続
い
て
年

金
を
受
け
る
椎
利
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
、
必
ず
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
大
切
な
届
で
す
。

こ
の
届
に
は
、
生
存
等
に
つ

現
況
届
を忘

れ
ず
に

金木小学校1年1組一同

遅
れ
た
り
し
ま
す
と
、
年
金
の

父
給
が
止
ま
っ
た
り
、
遅
れ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら

必
ず
期
日
ま
で
に
正
し
く
ご
記

入
の
上
、
市
町
村
役
場
の
国
民

年
金
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

い
て
市
町
村
陸
の
証
明
を
受
け

る
ほ
か
、
年
金
の
繩
凱
に
よ
っ

て
、
診
断
件
な
ど
を
必
喫
と
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
窓

口
で
お
た
ず
ね
く
だ
き
い
・

も
し
、
提
出
し
な
か
っ
た
り

国

民
年
金

●

年
金
を
受
け
る
条
件
を
油
た
し

て
い
れ
ば
六
卜
鮫
か
ら
六
十
四

歳
ま
で
の
間
な
ら
、
い
つ
で
も

希
望
す
る
と
き
に
繰
り
上
げ
て

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

繰
り
上
げ
請
求
は

よ
く
考
え
て
／
、

側
雌
年
金
の
と
齢
年
金
と
辿

算
と
齢
年
金
は
、
人
卜
几
波
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
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受
け
ま
す
と
、
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易
減
加
は
一
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灘
続
く
こ
と
に
な
り
取
り
補

し
が
で
き
ま
せ
ん
。

繰
り
上
げ
父
給
を
伽
求
す
る

と
き
は
十
分
号
え
て
嫡
求
し
て

く
だ
き
い
・

詳
し
く
は
役
場
町
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田
雌

年
金
係
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
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金木だ よ‘j (10) 

労働保険の昭和58年度概算保険

料と昭和57年度確定保険料の申告

納付時期になりました。申告のた

めの用紙は、すでに事業主の皆さ

んに送っておりますが、この申告

書に保険料を添えて 5 月16日まで

に最寄りの銀行か郵便局へお納め

ください。 

青森県雇用保険課 

昭和58年度第1次 
2等陸・海・空士の募集 

■募集期間 

昭和58年4 月1日～ 6 月30日 

■試験期日 

受付時に通知します。 

■試験場 

白衛隊青森地方連絡部 

五所川原募集事務所 

五所川原市末広町29の 4 

戸籍手数料が 
4月から値上げ 

戸籍手数料令の一部が改正され 

4 月から戸籍手数料が次のように 

値上げされました。 

◆戸籍謄本または抄本 

1通 200円→ 300円 

◆除籍謄本または抄本 

1通 300円→ 500円 

◆戸籍記載事項証明書 

1件 200円→ 300円 

◆除籍記載事項証明書 

1件 200円→ 300円 

◆届出受理証明書 

1通 100円→ 200円 

◆婚姻、離婚、養子縁組、養子離 

縁または認知の届出受理証明書 

1通 800円→ 1,000円 

ガソリンスタンドの 
日曜営業案内 

ガソリンスタンドは日曜日の営

業が禁止されていますが、緊急時

などに備えて、町内のガソリンス

タンドが交替で日曜日にも営業し

ていますのでご利用ください。 

なお、 5 月1日は平常通り営業

する予定です。 

ト4 月24日 吉万石油 ③ - 2534 

ト 5 月 8 日 黒川石油 ③ - 2732 

ト 5 月15日 荒関商店 ③ - 3125 

ト 5 月22日 荒関商店バイパス 

③ 1 3009 

ト 5 月29日 中谷石油 ③ -2132 

消防官募集
東京消防庁 

=＝昭和58年度採用一 

◆採用予定人員 	 160名 

◆受験申込受付期聞 

5 月31日（火）~6月 7 日（火） 

◆受験資格 

(1）年齢 

昭和29年 4 月 2 日から昭和40 

年4 月1日までに生まれた男子 

(2）試験区分ごとの学歴 

大学卒、短大卒、高校卒程度 

(3）日本国籍を有する者及び地方

公務員法第16条に該当しない者

◆試験日及び場所 

第一次試験 	6 月18日（土） 

7 月11日（日）~7月14日（木） 

ともに場所は東京都 

◆採用予定日 昭和58年10月以降 

=＝昭和59年度採用＝・ 

◆採用予定人員 	 400名 

◆受験申込受付期間 

大学卒甲 6 月23日～ 6 月30日

大学卒及び短大卒 

8月 2 日～ 8 月 9 日

高校卒程度 9月 7 日～ 9 月14日

既卒者 9 月 7 日～ 9 月14日 

婦人 	8 月 2 日～ 8 月 9日 

■問合わせ先 

役場企画室 ③2111 または

東京消防庁人事課採用係人事部

〒 100 東京都千代田区大手町 

1丁目 3 番 5 号 

1U 03-212-2111 内線4435 

お
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事業主のみなさんへ 

一 労働保険料の申告納付は 
' 	5月16日までに 

少年非行防止標語集③ 

〇考えよう 人の迷惑 自分の損 	 金木中 2年 

〇子供にはお金よりも愛の手を 

〇誘惑に乗らないように部活動 

〇一度の誘惑一生の不幸 
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金木だより（10）

戸籍手数料が
4月から値上げ

消防官募集
東京消防庁

お
知
ら
せ

＝昭和58年度採用＝

◆採用予定人口160名

◆受験申込受付期間

5月31B(火)～6月7日（火）

◆受験商格

（1）年齢

昭和29年4月2日から昭和40

年4月1日までに生まれた男子

(2)試験区分ごとの学歴′

大学卒、短大卒、間校卒程度

（3）日本国藩をｲIする者及び地方

公務貝法第16条に該当しない者

◆試験|｜及び場所

第一次試験6月18B(土）

7ﾉ11111(II)～7月14日（木）

ともに場所は東京都

◆採州予定'二l昭和58年10月以降

＝昭和59年度採用＝

◆採川〕う定人典400名

◆受験III込受付期|H1

大学卒叩6月23日～6月30日

大学卒及び短大卒

8月2日～8月9II

iI!.,'j校卒程度9月7日～9月14日

既卒各9月7I_I～9月14H

婦人8ﾉ1211～8川9日

■|ﾊ}合わせ先

役場企剛室③2111または

來京消防庁入り概採川係人事部

〒100束求都千代ul区大手町

1丁目3番5号

mO3-212-2111内線4435

戸鯖手数料令の一部が改正され

4ﾉ1から戸締手数料が次のように

値上げされました。

◆戸溌謄本または抄本

lim200円→300II1

◆除箱勝本または抄本

1通300円→500円

◆戸縞肥戦事頃細り111;

1件200円→300円

◆除締I池l鋼I項証lﾘl:i';

1件200円→300円

◆l,ll出受理i;IIIﾘlIlf

ljm100円→20011]

◆蛎姻、離蟠、養子縁組、養子離

縁または1忍知の)II出受理証|ﾘl,l}

ljm800円→1,000円

ガソリンスタンドの

日曜営業案内

ガソリンスタンドは1I1恥日の常

業が禁止されていますが、緊急時

などに伽えて、l111.内のガソリンス

タンドが交替でIIIMIIにも僧業し

ていますのでこ利川ください。

なお、5"1l1は平’粥通り儲業

する~]歩定です。

し4ノ124[1吉万石油③-2534

レ5"81]照川石油③-2732

レ5)115日荒関商店③-3125

レ5〃22日荒関商店バイパス

③-3009

b5jj29日中谷石油③-2132

事業主のみなさんへ

労働保険料の申告納付は

5月16日までに●
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労働保険の1IMI158年皮概算保険

料と昭和57年度確定保険料の巾('i

納付時期になりました。ll'i'iのた

めの川紙は、すでに了);業主の皆さ

んに送っておりますが、このIII(if

IIFに保険料を添えて5ノll6IIまで

に雌寄りの銀行か郵側‘,)へお納め

ください。

,'i繰り,↓雁川保険裸

昭和58年度第1次

2等陸･海･空士の募集

■募集期間

昭和58年4ノ11日～6ノ130日

■試験期日

受付時に辿知します。

■試験場

If1衛隊i'j森地方連絡部

五所川原募集1);務所

五所川原!|j末広町29の4

●

夢弱雨而正原語粟~ず「
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○考えよう人の迷惑自分の損……………………

○子供にはお金よりも愛の手を”………………

○誘惑に乗らないように部活動…………･………

○一度の誘惑一生の不幸…･………………･･･………
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